
いいししかかわわ   山のまなび舎 県民白山講座 第２回 
自自然然学学校校   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

パネル 
ディスカッション 

主 催  石川県(白山自然保護センター) 
TEL.0761-95-5321  FAX.0761-95-5323 
E-mail hakusan@pref.ishikawa.lg.jp 

http://www.pref.ishikawa.jp/hakusan/index.htm 白山のシンボルマーク

基調 
講演 

日時 2007 年 8 月 25 日（土）13 時 30 分～16 時 

会場 石川県立生涯学習センター 
（金沢市広坂 石川県広坂庁舎 1 号館） 

「ひとりひとりが白山のために何ができるか？」 

 加藤 雅寛 環境省関東地方環境事務所 自然保護官 
千葉県出身。北海道大学農学部卒業。平成 14 年環境省入省。平成 16 年 4 月より平成 19 年 6 月まで、

白山自然保護官事務所（白山市白峰）にて自然保護官として勤務。環白山保護利用管理協会の創立に

奔走するなど白山の保全と利用のために精力的に活動。 

「白山と登山者」 
コーディネーター 敷田 麻美 （北海道大学観光学高等研究センター教授） 

パネリスト  加藤 雅寛 （環境省関東地方環境事務所自然保護官） 

    三谷 幹雄 （ネイチャープロジェクト白山事務局長） 

    林    哲 （石川県白山自然保護センター主任研究員） 

申申 込込 みみ 不不 要要  

受受 講講 無無 料料  

白山の登山者の利用動態や登山者が自然に与える影響について行われた調査結果を紹介し、

白山の保全と持続的利用のために、登山者ができることは何か、参加者と理解を深めます。 


